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Robust fundamental frequency-detection algorithm unaffected by the presence of 

hoarseness in human voice 

(嗄声の有無に影響されず頑健性を保った基本周波数検出アルゴリズム) 

論文内容の要旨 

〔目 的(Objective)〕 

基本周波数(fundamental frequency :fo)は、声帯の振動周波数と密接に関連し、音声解析の根幹をなす音響学的物

理量である。しかし、嗄声音声におけるfo推定精度は依然として低く、これまでに決定的なfo推定アルゴリズムは確

立されていない。特に、サブハーモニクスを含む粗ぞう性嗄声では、従来の手法による推定精度の著しい低下が課題

とされてきた。本研究では、スペクトル法を拡張した新たなアルゴリズム「SFEEDS (Spectral-based fo Estimator 

Emphasized by Domination and Sequence)」を開発し、従来の推定法と比較解析を行った。 

 

〔方法ならびに成績(Methods/Results)〕 

fo推定アルゴリズムの一種であるスペクトル法を基盤とし、2つの主要機能を搭載した新規アルゴリズムSFEEDSをソ

フトウェアPraat上のスクリプトコードとして実装した。 

 アルゴリズムの正確性検証には454の音声サンプルを使用し、従来法およびSFEEDSによるfoの推定を実施した。評価

基準となるfoの真値は、スペクトログラム上で観察される最も支配的な高調波成分の最低周波数として定義した。各

アルゴリズムによるfo推定結果とfo真値との一致度を比較するとともに、嗄声の有無および嗄声の種類・程度による

推定精度の分散についても検討した。 

すべてのアルゴリズムにおいて、嗄声が高度になるにつれfo推定精度が低下する傾向が認められた。特に、粗ぞう性

嗄声ではfoの推定が著しく困難になる傾向が確認された。しかし、SFEEDSは他のアルゴリズムと比較して嗄声の種類

や程度にかかわらず最も高いfo推定精度を示し、推定誤差の分散も少ないことが明らかとなった。 

 

〔総 括(Conclusion)〕 

本研究において、嗄声音声を含む複雑な音声に対するfo推定精度を向上させる新たなアルゴリズムSFEEDSを開発し

た。従来のアルゴリズムでは定義が困難であった嗄声音声におけるfoの真値をスペクトログラムを用いて確立したこ

とで、嗄声音声を対象とした正確なアルゴリズム評価が可能となった。SFEEDSは嗄声の種類や程度にかかわらず、従

来のfo推定アルゴリズムを上回る推定精度が示された。 

 




